
行動します！ We Take ACTION!!
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▲建物内に残された住民の救出を想定した訓練

▲墨田中学校で行われた訓練の様子

▲人と防災未来センターにて

▲津波の大きさを物語っている

▲仮設住宅を視察

山本 亨 決算特別委員長 出羽 邦夫議員
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防災対策に全力投球！
Liberal Democractic Party October 2011

墨
田
区
総
合
防
災
訓
練
が

　
　
実
施
さ
れ
ま
し
た
！

　
出
羽
邦
夫
議
員
が
永
年
に

わ
た
る
墨
田
区
議
会
で
の
活

躍
に
よ
り
、
地
域
活
動
功
労

に
よ
り
、
東
京
都
功
労
者
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
10
月
20
日
か
ら
11
月
2
日

ま
で
平
成
22
年
度
墨
田
区
決

算
特
別
委
員
会
が
開
会
さ
れ

て
い
ま
す
。
我
が
会
派
か
ら

は
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長

と
し
て
山
本
亨
、
委
員
と
し

て
西
原
文
隆
、
坂
下
修
、
田

中
邦
友
、
福
田
は
る
み
、
佐

藤
篤
の
各
委
員
が
審
議
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

出
羽
邦
夫
議
員
、

東
京
都
功
労
者

　
　
　
　
　
表
彰
受
賞

決
算
特
別
委
員
会
が

　
開
会
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
墨
田
区
議
会
議
長

●
産
業
都
市
委
員
会
委
員

●
都
市
開
発
・
災
害
対
策

　

特
別
委
員
会
委
員

墨
田
５
‐
33
‐
４

☎
３
6
1
1
‐
4
0
0
3 瀧澤　良仁

●
新
タ
ワ
ー・
観
光
対
策

　

特
別
委
員
会
委
員
長

●
福
祉
保
健
委
員
会
委
員

向
島
３
‐
18
‐
10

☎
3
6
２
５
‐
１
8
１
0 坂下　修

●
墨
田
区
議
会
副
議
長

●
企
画
総
務
委
員
会
委
員

●
行
財
政
改
革
等

　

特
別
委
員
会
委
員

江
東
橋
１
‐
８
‐
７

☎
3
6
3
1
‐
1
9
3
4 林　恒雄

●
区
民
文
教
委
員
会
委
員

●
都
市
開
発
・
災
害
対
策

　

特
別
委
員
会
委
員

八
広
３
‐
６
‐
３

☎
3
6
1
7
‐
4
1
2
9 樋口　敏郎

●
区
民
文
教
委
員
会
委
員

●
都
市
開
発
・
災
害
対
策

　

特
別
委
員
会
委
員

堤
通
１
‐
５
‐
９

☎
3
6
1
1
‐
0
7
4
0 中沢えみり

●
産
業
都
市
委
員
会
委
員

●
行
財
政
改
革
等

　

特
別
委
員
会
委
員

京
島
３
‐
18
‐
４

☎
3
6
1
0
‐
0
９
7
3 佐藤　篤

●
議
会
運
営
委
員
会
委
員

●
福
祉
保
健
委
員
会
委
員

●
都
市
開
発
・
災
害
対
策

　

特
別
委
員
会
委
員

緑
１
‐
12
‐
13
‐
３
０
１

☎
0
5
0
‐
1
3
3
4
‐
9
6
4
0 加藤　拓

●
福
祉
保
健
委
員
会
副
委
員
長

●
新
タ
ワ
ー・
観
光
対
策

　

特
別
委
員
会
委
員

●
議
会
運
営
委
員
会
委
員

業
平
４
‐
５
‐
16

☎
3
6
2
5
‐
8
1
3
9 福田はるみ

●
企
画
総
務
委
員
会
委
員

●
行
財
政
改
革
等

　

特
別
委
員
会
委
員

向
島
５
‐
42
‐
３

☎
3
6
2
2
‐
0
0
1
0 山本　亨

●
企
画
総
務
委
員
会
委
員
長

●
行
財
政
改
革
等

　

特
別
委
員
会
委
員

八
広
４
‐
11
‐
19

☎
3
6
1
6
‐
5
8
３
４ 出羽　邦夫

●
産
業
都
市
委
員
会
委
員
長

●
新
タ
ワ
ー・
観
光
対
策

　

特
別
委
員
会
委
員

●
議
会
運
営
委
員
会
委
員

八
広
１
‐
39
‐
17

☎
3
6
1
6
‐
7
0
1
4 田中　邦友

●
区
民
文
教
委
員
会
委
員
長

●
新
タ
ワ
ー・
観
光
対
策

　

特
別
委
員
会
委
員

京
島
１
‐
39
‐
１
‐
９
１
８

☎
3
6
1
6
‐
1
0
5
0 沖山　仁

●
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

●
企
画
総
務
委
員
会
委
員

●
新
タ
ワ
ー・
観
光
対
策

　

特
別
委
員
会
委
員

押
上
１
‐
25
‐
５

☎
３
6
2
2
‐
9
5
7
0 西原　文隆

す
み
だ
自
民
党

議
員
紹
介

墨
田
区
議
会
自
由
民
主

党
の
所
属
議
員
で
す
。

新
し
い
時
代
の
す
み
だ

づ
く
り
に
全
力
投
球
し

ま
す
。

墨田区議会自由民主党
http://jimin-sumida.jp/

お気軽にご意見を
　　　お寄せください。

墨田区議会自由民主党会派報

墨田区議会

　
墨
田
区
議
会
自
由
民
主
党
で
は
、
東
日
本
大

震
災
を
受
け
て
墨
田
区
の
防
災
の
根
本
的
見
直

し
を
進
め
て
い
ま
す
。
震
災
対
策
･
液
状
化
対

策
は
も
ち
ろ
ん
、
近
年
多
く
な
っ
て
き
た
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
対
処
す
る
た
め
の
水
害
対
策
も
喫
緊

の
課
題
で
す
。
現
在
行
政
で
改
訂
を
進
め
て
い

る
墨
田
区
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、
速
や

か
に
議
会
に
提
出
し
、
審
議
を
経
る
よ
う
求
め

て
お
り
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
は
区
民
の
皆
様
の
生
命
･
財
産
を

守
る
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
9
月
25
日
、
墨
田
5
丁
目
運

動
広
場
一
帯
に
て
、
平
成
23
年

度
墨
田
区
総
合
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
反
映
さ

せ
、
帰
宅
困
難
者
対
策
や
各
世

代
間
の
連
携
等
、
新
た
な
視
点

を
盛
り
込
ん
だ
訓
練
と
な
り
ま

し
た
。
我
々
墨
田
区
議
会
自
民

党
は
、
本
会
場
で
の
各
関
係
機

関
の
連
携
訓
練
の
参
観
だ
け
で

な
く
、
鐘
淵
中
学
校
と
白
鬚
東

公
園
で
の
展
示
を
見
学
し
た
り

訓
練
に
参
加
し
、
防
災
に
つ
い

て
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
区

民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
の
た

め
に
全
力
で
防
災
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
約
束
し
ま
す
。

　
8
月
16
日
・
17
日
に
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

で
あ
る
仙
台
市
で
会
派
視

察
を
行
な
い
ま
し
た
。
仙

台
市
役
所
で
震
災
発
生
時

の
仙
台
市
の
対
応
や
、
復

興
に
向
け
て
の
対
策
等
に

つ
い
て
防
災
担
当
部

署
か
ら
話
を
聞
い
た

後
、
公
園
に
設
置
さ

れ
た
仮
設
住
宅
と
、

特
に
津
波
の
被
害
が

大
き
か
っ
た
若
林
区

荒
浜
地
区
の
様
子
を

視
察
し
ま
し
た
。

自民党の防災政策

東
北
視
察
報
告

　
7
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
、

神
戸
市
・
宝
塚
市
で
会
派
視

察
を
行
な
い
ま
し
た
。
神
戸

市
の
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
震
災
か
ら
復

興
ま
で
の
神
戸
市
の
取
り
組

み
、
液
状
化
対
策
や
ま
ち
の

耐
震
化
に
つ
い
て
の
説
明
を

し
っ
か
り
と
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
宝
塚
市
で
は
議
会
改

革
に
つ
い
て
、
神
戸
市
で
廃

校
を
利
用
し
た
観
光
対
策
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

神
戸
視
察
報
告

東
北
・
神
戸
を

視
察
し
ま
し
た
！

墨田区議会自由民主党会派報



１
、
財
政
運
営
及
び
基
本
計
画
の
改
定

に
つい
て

（
問
）
平
成
23
年
度
都
区
財
政
調
整
算
定

結
果
の
分
析
、
及
び
今
年
度
の
財
政
運
営
へ

の
影
響
に
つい
て
ご
所
見
を
伺
う
。

（
答
）
今
回
の
当
初
算
定
に
お
い
て
は
、
再

調
整
に
お
い
て
確
保
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、

引
き
続
き
、
特
別
区
税
あ
る
い
は
国
や
都
の

補
助
金
を
は
じ
め
と
し
た
歳
入
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
区
民
生
活
に
支
障
を

生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
配
慮
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
現
在
墨
田
区
は
タ
ワ
ー
開
業
前
後
の

様
々
な
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況
の
中
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
引
き
続
き
確
保
出

来
る
見
通
し
・
北
斎
美
術
館
の
建
設
等
、

タ
ワ
ー
関
連
事
業
は
予
定
通
り
に
進
め
ら
れ

る
の
か
伺
う
。
基
本
計
画
の
改
定
作
業
の
進

捗
状
況
・
引
き
続
き
円
滑
な
財
政
運
営
を

行
う
た
め
、
な
お一
層
の
行
財
政
改
革
を
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
か
れ
る
の
か
伺
う
。

（
答
）
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
は
平
成
24
年
度

ま
で
の
交
付
期
間
を
２
年
延
長
す
る
見
込

み
と
な
っ
た
の
で
現
在
、
整
備
計
画
変
更
手

続
き
を
進
め
て
い
て
、
す
み
だ
北
斎
美
術
館

に
は
平
成
25
年
度
着
工
、
27
年
度
早
期
開

設
の
予
定
で
あ
る
。
基
本
計
画
改
定
作
業
は
、

後
年
度
の
財
政
負
担
に
も
十
分
配
慮
し
つ
つ

起
債
や
基
金
の
活
用
、
さ
ら
に
は
行
財
政

改
革
の
更
な
る
推
進
に
よ
っ
て
、
計
画
事
業

に
充
て
る
財
源
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い。

ま
た
新
し
い
行
財
政
改
革
実
施
計
画
を
策

定
す
べ
く
、
さ
ら
な
る
見
直
し
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平成23年9月9日～9月30日  第3回定例会が開かれました!

２
、
墨
田
区
の
交
通
問
題
に
つい
て 

（
問
）
東
武
伊
勢
崎
線
押
上
２
号
踏
み
切
り

解
消
に
つ
い
て
は
不
本
意
で
あ
る
が
、
本
区

が
事
業
主
体
に
手
を
挙
げ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
図
り
、
周
り
の
協
力
を
得
る
よ
う
に
進

め
て
い
く
し
か　
促
進
に
つ
な
が
る
方
法
は

無
い
の
か
？

（
答
）
東
武
伊
勢
崎
線
２
号
踏
切
の
解
消
に

つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
長
年
の
悲
願
で
も

あ
り
、
新
タ
ワ
ー
建
設
に
伴
い
早
急
に
改
善

す
る
必
要
が
あ
る
。
当
該
事
業
に
つ
い
て
は
、

足
立
区
の
竹
ノ
塚
踏
切
と
同
様
に
、
区
が

事
業
主
体
と
し
て
事
業
の
実
施
に
踏
み
切

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
が
、
可
能
な
限
り
当
区
の
負
担
軽
減
が

図
ら
れ
る
よ
う
東
京
都
、
東
武
鉄
道
に
は

引
続
き
、
精
力
的
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い。

（
問
）大
型
観
光
バ
ス
な
ど
の
交
通
量
が
増
え
、

歩
行
困
難
な
箇
所
が
増
え
た
。
人
出
の
多
い

交
差
点
の
調
査
・
安
全
検
証
を
行
い
、
そ
の

対
策
を
立
て
て
頂
き
た
い
。
そ
の
他
に
柳
島

小
学
校
付
近
に
、
タ
ワ
ー
へ
の
観
光
バ
ス
駐

車
場
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
安
全
対

策
に
つ
い
て
の
配
慮
等
、
具
体
的
に
ど
の
様

に
お
考
え
か
？

（
答
）
本
区
の
交
通
問
題
に
つ
い
て
は
、
常

に
安
全
面
の
検
証
を
行
い
、
区
民
や
来
街
者

が
安
全
に
通
行
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い

く
。
横
川
五
丁
目
に
設
置
す
る
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
場
外
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
通
学
時

間
帯
及
び
夜
間
を
除
い
た
利
用
と
し
、
交

通
誘
導
員
を
適
所
に
配
置
し
、
安
全
な
運

用
に
努
め
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
後
も
交

通
対
策
に
万
全
を
期
す
よ
う
に
申
し
入
れ

を
し
て
い
き
た
い。

３
、
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つい
て 

（
問
）
防
災
計
画
に
つい
て
、
こ
の
震
災
後
の

今
だ
か
ら
出
来
る
防
災
計
画
の
見
直
し
緊

急
、
最
重
要
課
題
と
考
え
る
。
区
内
の
保

育
園
の
耐
震
化
の
予
定
、
保
育
施
設
、
団

地
や
集
合
住
宅
も
含
め
ど
の
様
に
進
ん
で
い

る
の
か
伺
う
。
ま
た
ツ
イ
ッ
タ
ー
か
ら
の
災
害

情
報
発
信
に
つい
て
進
捗
情
報
は
あ
る
の
か
。

子
供
用
防
災
ヘ
ル
メッ
ト
を
児
童
の
身
を
守

る
た
め
に
学
校
の
備
品
と
し
て
区
内
小
学
校

の
各
教
室
設
置
を
希
望
す
る
が
、
い
か
が
お

考
え
か
？

（
答
）
よ
り
実
効
性
の
あ
る
地
域
防
災
計
画

と
す
る
た
め
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え

た
修
正
に
向
け
て
、
鋭
意
見
直
し
作
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
区
立
保
育
園

の
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て
は
、
順
次
実
施
し

て
い
て
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
は
耐
震
化
を

完
了
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

保
育
施
設
に
は
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
、

備
蓄
な
ど
の
防
災
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
団

地
や
集
合
住
宅
で
は
、
中
層
階
等
への
備
蓄

倉
庫
の
設
置
、
フ
ロ
ア
ー
ご
と
の
責
任
者
の

選
任
、
要
援
護
者
の
実
態
把
握
、
管
理
組

合
を
中
心
と
し
た
防
災
訓
練
の
実
施
、
地

元
町
会
・
自
治
会
と
の
連
携
の
強
化
等
に

つ
い
て
、
地
域
防
災
活
動
拠
点
会
議
等
を
通

じ
て
お
願
い
し
て
い
る
。

現
在
、
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
開
設
に
向
け
て

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
て
、
本
年
12
月

を
目
途
に
運
用
を
開
始
予
定
と
し
て
い
る
。

子
供
用
の
防
災
ヘル
メ
ッ
ト
の
学
校
備
品
と

し
て
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
、
各
学

校
で
常
備
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
が
、
引

き
続
き
、
よ
り
良
い
学
校
防
災
対
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
な
お
、
防
災
頭
巾
の
不
燃

性
能
に
つ
い
て
は
保
護
者
等
に
不
燃
素
材
と

す
る
よ
う
周
知
徹
底
し
て
い
く
。

４
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
に
向
け

て 

（
問
）
今
年
の
初
め
タ
ワ
ー
か
ら
雪
の
か
た
ま

り
が
落
ち
て
き
て
問
題
に
なっ
た
が
、
タ
ワ
ー

開
業
後
も
区
民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
な
配
慮
を
ど
の
様
に
お
考
え

か
？

（
答
）
事
業
者
に
よ
れ
ば
、
展
望
台
外
壁
部

ヒ
ー
タ
ー
の
追
加
設
置
、
必
要
な
警
備
員
の

配
置
等
、
可
能
な
限
り
の
対
策
を
講
じ
、

住
民
の
安
全
確
保
を
図
る
よ
う
、
よ
り一層

の
近
隣
に
対
す
る
誠
意
あ
る
対
応
を
求
め

て
い
く
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
方
々
が
安
全
・

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関

係
者
間
で
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

（
問
）
タ
ワ
ー
開
業
に
合
わ
せ
て
、「
区
民
参

加
型
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
す
る
と
言
う
事
で

会
派
の
も
と
へ
下
町
な
ら
で
は
の
お
神
輿
を

出
さ
せ
て
欲
し
い
等
、
町
会
や
各
種
団
体
か

ら
様
々
な
ご
意
見
が
上
がっ
て
い
る
。　
開
業

に
向
け
た
区
民
参
加
型
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
ど

の
様
に
イ
メ
ー
ジ
を
さ
れ
、
進
め
て
い
く
予

定
な
の
か
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
株
式
会
社

と
プ
レ
イ
ベン
ト
開
催
に
つ
い
て
協
議
は
進
ん

で
い
る
の
か
？ 

（
答
）
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
「
開
業
イ
ベン

ト
」
に
つ
い
て
は
、
区
民
参
加
型
イ
ベン
ト

と
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
区
民

の
皆
様
の
代
表
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、「
パレ
ー
ド
」「
ス
テ
ー
ジ
」「
模
擬
店
」

等
で
き
る
だ
け
多
く
の
区
民
の
方
々
に
参
加

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

東
武
鉄
道
と
は
、
様
々
な
協
議
を
始
め
て
い

る
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
開
業
を
念
頭
に
お
い
て
、

〝
国
際
観
光
都
市
す
み
だ
〞の
実
現
に
向
け

て
、区
民
の
皆
様
と
と
も
に
全
庁一丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い。

５
、
国
際
交
流
に
つい
て

（
問
）
こ
の
先
、
墨
田
区
が
国
際
観
光
都
市

と
し
て
ま
ち
開
き
を
す
る
に
あ
た
り
、
本
区

と
是
非
交
流
を
持
ち
た
い
と
海
外
の
国
か
ら

申
し
出
の
機
会
が
あっ
た
際
の
対
応
は
？ 

（
答
）
そ
の
都
市
の
歴
史
や
文
化
に
加
え
、

ど
の
分
野
に
お
い
て
民
間
交
流
が
可
能
か
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
、
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

１　
防
災
対
策
に
お
け
る

「
防
災
教
育
」
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て

２　
墨
田
区
の
幼
児
教
育
に

つ
い
て

３　
幼
保
小
の
連
携
に
つ
い

て
１　
「
国
際
」
観
光
都
市
す

み
だ
に
つ
い
て

２　
観
光
振
興
施
策
の
提
案

（
問
）
私
立
幼
稚
園
の
現
状
は
、

定
員
数
を
上
回
る
園
児
を
受
け

入
れ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も

出
て
来
て
い
る
。「
子
育
て
支
援
」

と
し
て
、
保
育
園
児
と
同
様
に

幼
稚
園
児
に
対
し
て
も
目
を
向

け
て
ほ
し
い
。
今
後
の
墨
田
区

の
幼
児
教
育
の
方
向
性
を
伺
う
。

（
答
）
私
立
の
事
業
者
が
果
た

し
て
い
る
役
割
は
き
わ
め
て
大

き
く
、
質
の
高
い
教
育
を
提
供

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
十

分
承
知
し
て
い
る
。
幼
児
教
育

は
人
間
形
成
に
と
っ
て
き
わ
め

て
重
要
で
あ
る
た
め
今
後
の
幼

児
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

合
わ
せ
、
更
な
る
充
実
に
努
め

代
表
質
問

一
般
質
問

て
行
き
た
い
。

（
問
）
保
育
園
、
幼
稚
園
は
就

学
前
教
育
の
一
貫
で
あ
り
、
小

学
校
の
学
校
生
活
に
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
す
る
た
め
に
、
幼
保
小

の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
幼
児

期
は「
実
体
験
」が
重
要
で
あ
る
。

５
歳
児
に
向
け
た
墨
田
区
独
自

の
「
情
操
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
策
定
を
提
案
す
る
。

（
答
）
本
区
で
は
子
育
て
支
援

担
当
と
教
育
委
員
会
が
共
同
で

就
学
前
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
中
で

課
題
と
し
て
、
５
歳
児
情
操
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
上
げ
て

行
き
た
い
。

（
問
）
墨
田
区
を
よ
り
効
果
的

に
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、

国
際
美
術
展
、
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
開
催
を
提
案

す
る
。

（
答
）
本
区
は
区
民
の
皆
様
が

す
み
だ
の
文
化
芸
術
に
誇
り
と

愛
着
を
持
ち
、
そ
の
魅
力
を
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
の

賑
わ
い
と
産
業
、
観
光
面
に
お

け
る
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
文
化
振
興
及
び
観
光
振
興

を
考
え
て
い
る
た
め
、
国
際
美

術
展
の
開
催
は
そ
の
趣
旨
と
合

致
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
ち
の

活
性
化
を
図
る
面
で
も
大
変
効

果
の
高
い
取
り
組
み
で
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。
現
在
区
で

は
懇
談
会
を
設
置
し
、
文
化
芸

術
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
た
め
、
是
非
、
審

議
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

福田はるみ議員

▲委員会で質問をする瀧澤良仁議員（左）と、西原文隆議員

中沢えみり議員

観
光
施
策
に
つ
い
て

教
育
施
策
に
つ
い
て
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９
月
９
日
の
本
会
議
で
、
会
派
を
代
表
し
て
福
田
は
る
み
議
員
が
代
表
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

区
政
全
般
の
あ
り
方
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
深
く
区
長
、
教
育
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

教
育
、
観
光
施
策
等
に
つ
い
て
、

中
沢
え
み
り
議
員
が
区
長
及
び
教
育
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

区政トピックス

　
区
で
は
来
春
、
区
内
3
ル
ー
ト
の
循
環
バ
ス

を
導
入
し
ま
す
（
図
参
照
）。

　
区
民
の
皆
様
の
交
通
利
便
性
向
上
と
観
光

客
の
街
歩
き
観
光
が
主
た
る
目
的
で
、
京
成

バ
ス
株
式
会
社
が
運
行
し
ま
す
。

　
3
ル
ー
ト
と
も
朝
7
時
か
ら
午
後
9
時
ま

で
の
間
、
15
分
間
隔
で
運
行
し
、
大
人
（
中

学
生
以
上
）
1
0
0
円
、
子
ど
も
（
小
学
生
）

50
円
、
乳
幼
児
（
未
就
学
児
）・
障
害
者
の

皆
様
は
無
料
で
す
。
バ
ス
停
の
詳
細
な
位
置
に

つ
き
ま
し
て
は
現
在
検
討
中
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
区
内

を
訪
れ
る
ご
親
戚
・
ご
友
人
の
方
に
も
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
9
月
28
日
、
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
、
区

長
側
か
ら
墨
田
区
基
本
計
画
改
定
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
議
員
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

今
年
は
平
成
18
年
か
ら
10
年
間
の
墨
田
区
基

本
計
画
の
中
間
年
に
あ
た
り
、
前
期
５
年
間

で
の
施
策
の
達
成
状
況
や
人
口
が
計
画
よ
り

も
早
く
25
万
人
を
超
え
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
基
本
計
画
の
改
定
を
行
な
い
ま
す
。

　
墨
田
区
基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
て
計
画

を
先
導
す
る
、安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、「
国

際
観
光
都
市
す
み
だ
」
に
む
け
て
、
子
育
て

支
援
・
高
齢
者
福
祉
の
３
つ
の
リ
ー
ディ
ン
グ

プ
ロ
ジェ
ク
ト
が
新
た
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

区
内
循
環
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す

　
区
で
は
旧
西
吾
嬬
小
学
校
・
旧
曳
舟
中
学
校
跡
地

へ
大
学
を
誘
致
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
公
募
で
は

決
定
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
間
、
選
定
審
査
会
を
設
置
し
、
学
識
経
験
者

や
住
民
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
委
員
で
審
査
を
重
ね

て
ま
し
た
が
、
大
変
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
区
で
は
「
大
学
は
若
者
を
呼
び
込
み
、
地
域
経
済
・

産
業
の
活
性
化
等
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

度
の
公
募
方
法
等
に
つ
い
て
十
分
に
検
証
し
、
し
か

る
べ
き
時
期
に
再
度
、
大
学
誘
致
を
行
い
た
い
」
と

表
明
し
て
お
り
、
墨
田
区
議
会
自
由
民
主
党
で
は
、

区
の
意
向
を
尊
重
し
、
墨
田
区
の
発
展
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

浸
水
対
策
に
つ
い
て
区
内
視
察
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
８
月
25
日
に
、
東
京
都
下
水
道
局
に
よ
る
墨
田
区

墨
田
か
ら
足
立
区
千
住
地
区
の
浸
水
対
策
用
の
雨
水

収
容
下
水
道
管
で
あ
る
隅
田
川
幹
線
工
事
の
現
場
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
都
市
化
に
よ
り
雨
水
流
出
量
が
増
え
、
集

中
豪
雨
な
ど
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
隅

田
川
幹
線
の
完
成

に
よ
り
、
近
隣
ポ
ン

プ
所
等
の
再
構
築
が

可
能
に
な
り
、
道
路

陥
没
の
抑
制
、
浸

水
被
害
の
軽
減
が

図
れ
ま
す
。
墨
田
区

内
で
は
同
様
の
工
事

を
八
広
幹
線
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
誘
致
に
引
続
き
と
り
く
み
ま
す

基
本
計
画
が
改
訂
さ
れ
ま
す


